
1．はじめに

2. 従来手法

3. 本手法の基本
方針

4. 結果

5. おわりに

1/10

多目的遺伝的アルゴリズムを用いた
カーナビゲーションシステムのための

予測経路探索

原　健太　　塚原　莊一　　狩野　均　
　曽田　敏弘　　黒河　久

小原　優陽
富山県立大学　情報システム工学科

2023年 10月 27日



1．はじめに

2. 従来手法

3. 本手法の基本
方針

4. 結果

5. おわりに

2/10

1．はじめに

背景
カーナビゲーションの経路探索は旅行時間, 経路長, 運転の快適性を
目的関数とした多目的最適化問題であると考えられるが, Dijkstra法
や GAを用いた従来手法は目的関数が一つしかなく, 一度の探索で
多目的最適化を行うことができなかった.

本研究の目的
カーナビの経路探索を多目的最適化問題としてとらえ, 多目的遺伝
的アルゴリズム（MOGA)で探索を行う手法を提案する. また交通量
を予測した場合にも対応した経路の評価方法を提案する.
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2. 従来手法

Dijkstra法
一つのコスト関数に基づいて厳密な最適解を求める手法.
実際のカーナビの経路探索には, 主に Dijkstra法が用いられている.

問題点・・・一度の探索で複数のパレート最適解を求めることはでき
ない.

遺伝的アルゴリズム（GA）を利用した手法
探索時の道路状況のみで評価を行っている.

問題点・・・複数の指標の加重和を適応度としているために, 旅行時
間, 経路長, 運転の快適性をそれぞれ最適にする経路を一度の探索で
求めることができない.
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2. 従来手法

GAを利用した手法の適応度

f = a ∗ fd + b ∗ ft + c ∗ fc (1)

fd：経路長を集団中の最大値で規格化した値
ft：旅行時間を集団中の最大値で規格化した値
fc：違反点数を集団中の最大値で規格化した値

a, b, c：重み系列
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3. 本手法の基本方針

従来手法の問題点の解決法
(1) 目的関数については旅行時間, 経路長, 運転の快適性の 3つとし
た. これに対しMOGAで探索を行うことで, 一度の探索でそれ
ぞれの目的関数を最適化することができると考える.

(2) 出発時の道路状況での旅行時間をコスト関数とした Dijkstra法
（DA(time)), 経路長をコスト関数とした Dijkstra法 (DA(dist))
の経路も集団に含めることとする.

(3) 予測値を考慮した場合の探索は GAを利用して準最適解を求め
ることとする.
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3. 本手法の基本方針

制約条件
本研究では表 1に示すように, ドライバーの要求事項を制約条件と
見なし, 違反点数の最も小さい経路を快適な経路であるとした.

表 1: 制約条件と違反点数例
（L: 片側車線数）
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4. 結果

生成された経路の例

図 1: 生成された経路の例
（本手法）

図 2: 生成された経路の例
（従来手法）

図 3: 生成された経路の例（Dijkstra法）
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4. 結果

経路の評価値

表 2: 本手法の最良経路
（経路長が最良の経路は
DA（dist）となる）

表 3: 従来手法および Dijkstra 法
の最良経路
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4. 結果

予測値の有無による経路の比較

表 4: 予測の有無による旅行時間の比
較（括弧内は標準値）

表 5: 予測の有無による違反点数の比
較（括弧内は標準値）

表 6: 経路の指標（12時出発）
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5. おわりに

まとめ
本論文では, 実際の交通量および補間された交通量の時系列変化を
予測値と見なし, MOGAを用いて探索を行う方法を提案した.

今後
今後は, 対象とする地域を増やし, 統計的なデータからの考察が必要
である. また今回は平日を対象とした実験を行ったが, 休日や祝日に
ついてもで同様の結果が得られるかどうか確認する必要があると考
える.
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